日物教近畿第１３０２６号
２０１３年９月１９日
高等学校長 様

理 科 主任 様

所  属  長 様
日本物理教育学会近畿支部　　　　　　　

　支 部 長　  中田 博保（大阪教育大学）
物理教育を考える会 PartⅡ　　　　　　
実行委員長　舟橋　春彦（京都大学） 
第22回「物理教育を考える会 PartⅡ」（開催案内）
　　会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。また、日頃は当学会近畿支部の諸事業と活動にご支援ご協力を賜り、誠に有り難うございます。
　今年度は、理科における新学習指導要領の実施２年目となり、多くの高校で科目「物理基礎」を実施されています。学習内容の範囲や教科書の構成について、時間数、発展的な内容の取扱い、センター試験との関連等、実際に授業を行う中で感じる様々な課題が出てきています。こうした高校の実態を大学の先生方と共有し、より良い物理教育を進めていくために意見交換を行い、議論を深めたいと思います。
下記のように開催いたしますので、ぜひ多くの皆様にご参加いただきますようお願い致します。
記
１．日　時
２０１３年１０月６日（日）　午後1時３０分～４時３０分
２．場　所
京都大学　百周年時計台記念館　２階 国際交流ホール II
　　　　　
〒606-8501 京都市左京区吉田本町　電話 : 075-753-2285


京都大学会場へのアクセス
　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/map6r_y.htm　



　　JR京都駅から市バス206系統で京大正門前、17系統で百万遍（約35分）

阪急河原町駅から市バス201、31系統で京大正門前、17、3系統で百万遍
（約25分）
　　　　　　
３．テーマ　　「科目『物理基礎』の現状と課題」について　
昨年度、高校理科においては新学習指導要領の先行実施が始まりました。今年度は２年目となり、物理基礎をほとんどの高校で開講しています。指導要領の改訂に伴い、必履修科目として「基礎」を付した科目を３科目履修しなければならないため、文系生徒も物理を学ぶ機会が大幅に増え、クラス単位で物理基礎を開講する学校が増えています。これは理系・文系に関わらず、より多くの生徒が科学的なものの見方・考え方を養うことができるチャンスであり、物理の裾野を広げるチャンスでもあると考えられます。
しかしその反面、現場の実態として、年間計画の妥当性、教員の配置、「発展」の内容の取扱い、センター試験との関連性等、様々な課題も見えてきています。生徒が興味を持って物理を学習する内容にしていくために、また現状の課題をどのように克服していけるのか、その方向性等について高校や大学、様々な立場からの御意見を踏まえて議論できればと考え、上記のテーマを設定しました。
４．内　容　

（１）　話題提供
「 物理基礎アンケート調査から見た全国の実施状況の分析 」


　　　　
同志社中学校・高等学校　山崎 敏昭
「 科目『物理基礎』を実施しての現状と課題について 」
  　　　　        京都府立福知山高等学校  倉内 邦行

（２）　全体討論等
　　　　　　　　　司　会　　京都府立桃山高等学校　高橋 信幸



        　コメント『初修物理学（文系向）担当から思うこと』
　      京都大学国際高等教育院　舟橋 春彦
５．実行委員
　舟橋　春彦（京都大学国際高等教育院：実行委員長）　　
萩原　　亮（京都工芸繊維大学工芸科学研究科：副実行委員長）
　山崎　敏昭（同志社中学校・高等学校）　　
高橋　信幸（京都府立桃山高等学校）
　倉内　邦行（京都府立福知山高等学校）

この事業に関するお問い合わせは下記までお願いします。
　　　　　　　　　　倉内　邦行　kn-kruc@kyoto-be.ne.jp　Tel. 0773-27-2151
